
茨
城
医
学
校
が
や
は
り
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
石
島
弘
著
「
茨
城

県
医
事
史
（
明
治
前
期
編
）
」
に
よ
れ
ば
、
中
山
信
安
知
事
の
方
針
が

実
現
し
、
明
治
十
二
年
九
月
二
十
日
に
生
徒
二
五
名
を
入
学
さ
せ

て
、
同
月
二
五
日
に
開
校
式
を
あ
げ
て
い
る
。
県
立
茨
城
病
院
を
母

体
と
し
て
発
足
し
、
医
学
校
長
兼
教
頭
は
病
院
長
松
岡
勇
記
で
あ
っ

た
。
松
岡
勇
記
は
天
保
五
年
（
一
八
三
九
）
東
京
府
芝
区
明
舟
町
に

生
ま
れ
、
長
州
萩
城
下
に
開
業
し
て
い
た
松
岡
良
哉
の
養
子
と
な

り
、
後
に
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
大
阪
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
入
門
、

そ
の
後
ボ
ン
。
へ
．
メ
ー
デ
ル
フ
ォ
ル
ト
及
び
松
本
良
順
に
も
師
事
し

た
。
そ
し
て
長
州
藩
医
学
館
（
好
生
堂
）
の
舎
長
を
し
て
い
る
。
明

治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
茨
城
県
立
病
院
を
院
長
と
し
て
開
院
し
、

翌
年
医
学
校
設
置
に
際
し
学
校
長
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
主
な
教
職
員
と
し
て
、
長
谷
川
順
次
郎
、
大
塚
泰
吉
、

明
治
時
代
の
公
立
医
学
校
廃
止
の

顛
末
（
そ
の
二
）

西

川

填
八

鈴
木
息
、
鈴
木
錬
平
、
栗
崎
隆
輔
ら
が
奉
職
し
て
い
る
。

茨
城
医
学
校
は
乙
種
医
学
校
と
し
て
の
教
則
を
定
め
、
修
業
年
限

は
三
ヶ
年
半
、
大
学
期
に
分
け
て
教
育
し
た
。
開
校
以
来
七
カ
年
で

入
学
者
は
二
○
九
名
に
達
し
、
明
治
十
八
年
十
二
月
に
一
○
九
名
が

在
校
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
○
○
名
が
卒
業
し
て
い
る
べ
き
で

あ
る
の
に
、
二
六
名
が
卒
業
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
七
四

名
、
つ
ま
り
袖
は
中
途
退
学
で
あ
る
．
二
六
名
の
卒
業
生
の
う
ち
七

名
は
医
学
校
に
お
い
て
教
育
な
ど
に
従
事
し
、
十
一
名
は
帰
村
し
て

開
業
し
て
い
る
。
他
の
七
名
は
甲
種
学
校
が
で
き
る
の
を
待
っ
て
甲

種
の
学
科
を
学
習
し
て
い
た
。

明
治
十
九
年
、
医
学
校
設
置
に
熱
心
で
あ
っ
た
知
事
は
す
で
に
更

迭
さ
れ
、
新
し
い
知
事
の
も
と
に
県
議
会
が
開
か
れ
、
数
次
に
わ
た

り
医
学
校
の
存
否
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
が
辛
う
じ
て
存
続
し
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
乙
種
医
学
校
を
甲
種
学
校
に
昇
格
し
よ
う

と
し
た
計
画
が
不
認
可
と
な
り
、
一
層
廃
校
論
が
強
く
な
っ
て
、
東

大
別
課
生
制
度
廃
止
に
も
拘
ら
ず
、
明
治
十
九
年
十
二
月
九
日
の
議

会
で
廃
止
と
決
定
し
て
し
ま
っ
た
。

著
者
は
本
校
の
卒
業
者
が
茨
城
県
の
医
療
の
中
心
的
存
在
と
し
て

明
治
後
半
期
よ
り
大
正
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
実
例
を
あ
げ
て
高
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く
医
学
校
を
評
価
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
山
形
県
済
生
館
に
つ
い
て
、
小
形
利
吉
著
「
ま
ぼ
ろ
し
の

医
学
校
Ｉ
山
形
済
生
館
医
学
寮
の
あ
ゆ
み
一
よ
り
摘
記
さ
せ

て
頂
き
た
い
。
県
令
三
島
通
庸
は
積
極
的
に
医
学
寮
の
充
実
を
図

り
、
よ
う
や
く
明
治
十
三
年
三
月
に
組
織
・
機
構
を
改
革
し
て
医
学

生
の
教
育
に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
。
館
長
は
筒
井
明
俊
で
、
医
局
長

兼
薬
局
長
心
得
が
長
谷
川
元
良
、
館
医
兼
教
員
は
服
部
済
、
三
橋
久

誠
、
河
原
有
紀
、
田
原
泰
治
ら
で
、
ほ
か
に
館
医
が
四
名
、
産
婆
教

授
係
一
名
、
吏
員
ほ
か
十
五
名
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

後
、
明
治
十
六
年
十
月
済
生
館
医
兼
医
学
寮
長
と
し
て
遠
山
椿
吉
が

東
京
大
学
医
学
部
別
課
を
卒
業
し
て
就
任
し
て
廃
校
に
至
る
ま
で
勤

め
た
。
そ
し
て
、
山
形
県
医
学
校
と
改
称
し
て
医
学
校
通
則
に
則
っ

た
乙
種
医
学
校
に
認
可
さ
れ
た
の
は
明
治
十
八
年
一
月
で
、
そ
の
当

時
の
教
員
は
、
館
長
が
木
脇
良
、
医
局
長
黒
沢
鼎
、
医
学
寮
教
授
掛

兼
薬
局
長
村
山
文
雄
で
、
館
医
兼
医
学
寮
教
授
掛
四
名
、
館
医
三

名
、
館
医
補
四
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
東
京
大
学
医
学
部
別
課
を
卒

業
し
た
穂
積
孝
春
、
土
佐
林
豊
一
ら
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
医
学
生

は
明
治
十
九
年
に
八
名
中
六
名
が
医
術
開
業
試
験
に
合
格
。
翌
二
十

年
六
月
に
は
前
期
試
験
三
名
、
後
期
試
験
に
一
名
が
合
格
し
て
い

る
。

木
脇
良
が
済
生
館
を
去
っ
た
後
、
栗
本
庸
勝
、
鳥
居
春
洋
の
医
学

士
二
名
を
迎
え
て
済
生
館
や
医
学
校
の
充
実
を
図
っ
た
が
、
勅
令
に

よ
り
「
府
県
立
医
学
校
費
用
は
明
治
二
一
年
以
降
地
方
税
を
も
っ
て

支
弁
す
る
こ
と
を
禁
ず
」
る
こ
と
と
な
り
、
山
形
県
医
学
校
も
明
治

二
一
年
三
月
三
一
日
限
り
廃
止
と
決
定
さ
れ
た
。

秋
田
県
立
医
学
校
に
つ
い
て
、
秋
田
県
医
師
会
史
（
石
田
秀
一
著
）

よ
り
摘
記
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
そ
の
設
置
は
明
治
八
年
一
月
一
八
日

で
乙
種
医
学
校
で
、
公
立
秋
田
病
院
を
附
属
病
院
と
し
て
教
育
が
行

な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
十
六
年
八
月
十
五
日
に
甲
種
医
学
校
と
し

て
発
足
し
た
。

秋
田
県
立
医
学
校
の
廃
止
は
、
既
述
の
明
治
二
○
年
一
○
月
の
勅

令
に
よ
り
、
地
方
税
で
県
立
医
学
校
の
費
用
を
支
弁
す
る
こ
と
を
禁

ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
県
令
以
下
全
力
を
尽
し
て

医
学
校
の
存
続
に
努
力
し
た
が
、
県
議
会
の
従
来
か
ら
の
反
対
も
あ

っ
て
、
屈
服
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
）
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